
本庄総合公園基本計画見直し

第２回懇談会

資　料
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１．第２回懇談会の内容

　第２回懇談会では、前回皆様よりいただいたご意見を基に作成し
た基本計画の見直し(案)を確認し、意見交換を行う。

～本日の流れ～

１.　第１回懇談会のまとめについて
(1)屋外運動施設の方向性
(2)遊戯施設の方向性
(3)その他公園施設の方向性

２.　基本計画の見直し(案)について
 (1)基本方針
 (2)全体ゾーニング
 (3)配置計画
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２．第１回懇談会のまとめ（その１）

屋外運動施設の方向性

サッカーができるグラウンドの整備
・サッカー専用グラウンドが必要。
・サッカー場と４００ｍトラックの兼用施設の検討。
・陸上競技場を整備する場合には、公認がとれることが必要。

配置計画（案）の作成
・サッカー場、調整池、駐車場を含めた配置計画案を作成。
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３．第１回懇談会のまとめ（その２）

遊戯施設の方向性

子どもや子育て世帯に人気がある遊び場の整備
・子育て世代の要望に応えるため、日陰や雨除けのある全天候型の遊び場を
　整備。
・目玉となる人気遊具（ふわふわドーム、水遊び場、未就学児向けの遊び場）　
　を整備。
・新たな遊具の設置場所は、わんぱーく内に限らず、芝生広場等を含めて広く
　検討。

子育てグループとの意見交換
・遊戯施設の整備について、子育てグループと意見交換を行う。
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４．第１回懇談会のまとめ（その３）

その他公園施設の方向性

その他意見の記録
・屋内で遊べる施設の整備については、引き続き検討を進める。
・南北の駐車場間をつなぐ道路の整備は、外周道路や連絡道路等を視野に今後
　検討を進める。
・その一環として、男堀川を横断する橋の整備についても、今後検討を進める。
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５．サッカー・陸上兼用施設の検討（３種または４種）
整備条件 ・公認記録を計測できる４００ｍトラック

・全天候舗装（ゴムチップウレタン系）

・サッカーとトラックが近く、スペースが確保できない（コーナーキック等）
・サッカーのスパイクでトラックを傷めてしまう
・サッカーと陸上を同等に利用できない
・多くの利用と利用収入が見込めない
・選手、観客等の競技を見るための空間や用器具庫で整備エリアが広くなる
・調整池、駐車場の確保が困難
・整備費用がかさむ

サッカーに特化したグラウンド
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３種公認 ４種公認

跳躍場、
各種投てき場

１ヵ所以上 １ヵ所以上で
１部の施設を欠くことができる

更衣室
浴室またはシャワー室

設備があることが望ましい 無くても可

インフィールド 天然芝とする 人工芝でもよい

開催できる競技会 加盟団体陸上競技選手権大会等 加盟団体の大会、記録会

参 考



６．基本計画の見直し（案）

課題・現状 基本方針 整備内容

ニーズの多様化

①スポーツ・レジャー

計画施設の再検討

③子育て・定住促進

子どもの遊び場不足

休日の外出先が市外

大雨時に駐車場が冠水

④インフラ・防災

駐車場の不足

本庄深谷線の開通

②財政・社会情勢

施設の維持、更新が困難

税収減、社会保障費増

基本方針１
＊ニーズを踏まえた運動施設の選択
＊持続可能性と受益者負担の確保

基本方針２
市内外の子育て世帯にとって

魅力のある公園づくり

基本方針３
安定運営のための基盤確立

専用サッカー場の整備
多用途スポーツパーク（３on３等）の整備

目玉となる遊戯施設（ふわふわドーム）
全天候型施設等の整備

駐車場の拡張と専用調整池の整備

少子高齢化、人口減少
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専用
調整池

梅の園

芝生広場

陽だまりの丘

出会い
の広場

野球場

健康広場
(南調整池)

多目的広場
（北調整池）

わんぱーく

プロムナード

７．全体ゾーニング（案）

シルク
ドーム

サッカー場

第2
駐車場

拡張
駐車場

芝生広場

多用途利用
（複合スポーツ等）

第1
駐車場

修景池

管理事務所

市外利用者も休日を楽しめるスポーツ・レジャーエリア 水と緑に親しめる
近隣住民の憩いと
散策のエリア

ゾーニング図

本庄深谷線

四季の里
住宅街

主動線

至
本庄早稲田駅
本庄児玉IC

トイレ

利用の拠点（管理事務所）、大規模な運動施設、防災機能、
本庄深谷線開通による認知度向上とアクセス改善の見込み

早稲田の杜と深谷市を結ぶ幹線道路沿いに位置し、市内外の子育て世帯
やスポーツ利用者が公園利用の前後に食事・買い物を一緒に楽しめる。
（休日の外出先に本庄市を選びたくなる空間）

特 徴

活用
イメージ

四季の里・朝日町の住宅街、
芝生広場や修景池などの自
然環境、わんぱーくが立地

平日も近隣住民が朝夕に散
歩や休憩し、子どもたちが放
課後に遊びに来る場
（市民のための日常的な
オアシス空間）

特 徴

活用
イメージ
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８．配置する施設の例

屋外運動施設 等 概算工事費
（千円）

主要施設

サッカー専用グラウンド 270,000
多用途施設（例）

3on3コート（２面） 20,000
壁打ち練習版 20,000

芝生広場（天然芝） 20,000
園路・ランニングコース（800ｍ） 50,000
その他施設

トイレ 30,000
専用調整池 10,000

遊戯施設 概算工事費
（千円）

主要施設

ふわふわドーム 20,000
日差し・雨除け屋根 30,000

その他施設（例）

噴水・水遊び施設 50,000
幼児向け複合遊具 30,000
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